
 

 

 

 
 

緊急安全対策に係る実施状況報告書等の再提出について 
 

 

  当社は、平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震以降、国

からの指示により提出した以下の報告書において一部記載の誤りを確認し、

本日、経済産業大臣、原子力安全・保安院長に訂正した報告書を提出しまし

た。 

 

（１）「平成２３年福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた緊急安全対策

に係る実施状況報告書（東海第二発電所）（敦賀発電所）」 

（H23.4.22 提出）において４箇所 

【経済産業大臣に提出】 

 

（２）「平成２３年福島第一原子力発電所事故を踏まえたシビアアクシデント

への対応に関する措置に係る実施状況報告書」 

（H23.6.14 提出）において２箇所 

【経済産業大臣に提出】 

 

（３）「原子力発電所等の外部電源の信頼性確保に係る開閉所等の地震対策に

ついて」 

（H23.7.7 提出）において１箇所 

【原子力安全・保安院長に提出】 

 

   

今回の記載誤りについては、それぞれの評価結果に影響はありませんでした

が、今後、チェック体制の強化を図り、再発防止に努めてまいります。 

 

添付資料：訂正前後比較表 

 

以  上 

 

   問合せ先：日本原子力発電株式会社 

     広 報 室 荻 野・川 端 
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平成２３年 ９月１５日 

日本原子力発電株式会社 



「平成２３年福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた 
緊急安全対策に係る実施状況報告書」 訂正前後比較表 

【訂正箇所】（東海第二発電所）Ｐ３４：添付資料－１２ 
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【訂正箇所】 

 東海第二発電所の復水貯蔵タンクへの給水におけるサービス建屋受水槽の設置ホース数につ

いて，誤った数値を記載していたため，正しい数値に訂正する。 

 （本資料では，訂正箇所を下線で表示） 

【確認結果】 

 実際には，必要数に対して余裕をもった２４本のホースを配備しており，復水貯蔵タンクへ

の給水に影響はない。 

添付資料
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「平成２３年福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた 
緊急安全対策に係る実施状況報告書」 訂正前後比較表 

【訂正箇所】（敦賀発電所）Ｐ４１：添付資料－５（２） 
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【訂正箇所】 

 燃料取出スキームにおける定検時取出燃料の冷却期間について，誤った数値を記載していた

ため，正しい数値に訂正する。（本資料では，訂正箇所を下線で表示） 

【確認結果】 

 使用済燃料ピットへの補給水量算定に用いる崩壊熱については，正しい冷却期間（７．５日

＋４日）で計算していることから，評価結果に影響はない。 

   注：＋４日は燃料取出完了直後から燃料が露出するまでの期間。 
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「平成２３年福島第一原子力発電所事故を踏まえたシビアアクシデントへの対応に関する措置に係る実施状況報告書」 
訂正前後比較表 【訂正箇所】Ｐ８：添付資料－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂    正    前 訂    正    後 訂正内容の説明 

【訂正箇所】 

 東海第二発電所における電

源車からの接続ケーブル敷

設図について，誤った記載

をしていたため，正しい記

載に訂正する。 

 （本資料では，訂正箇所を

赤枠で表示） 

 

【確認結果】 

 ケーブル敷設図の記載誤り

であり，全交流電源喪失時

における中央制御室空調設

備の閉回路循環運転手順に

問題はない。 

 なお，訓練等において，電

源車からのケーブル接続が

確実に実施できることを確

認している。 
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「平成２３年福島第一原子力発電所事故を踏まえたシビアアクシデントへの対応に関する措置に係る実施状況報告書」 
訂正前後比較表  【訂正箇所】Ｐ１２：添付資料－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂    正    前 訂    正    後 訂正内容の説明 

【訂正箇所】 

 ホイールローダ（東海第二

発電所）の仕様について，

常用荷重値に誤った数値を

記載していたため，正しい

数値に訂正する。 

 （本資料では，訂正箇所を

下線で表示） 

 

【確認結果】 

 ホイールローダに要求され

る性能を示す掘起力に誤り

はないため，実際にがれき

を撤去するうえでの影響は

ない。 

 

 

【参考】 

 ホイールローダへの燃料供

給方法説明図のなかで，燃

料給油口の位置表示がずれ

ているため，正しい位置に

訂正する。 

 （本資料では，訂正箇所を

下線で表示） 
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「原子力発電所等の外部電源の信頼性確保に係る開閉所等の地震対策について」補正前後比較表 
【補正箇所】Ｐ４：表４当社原子力発電所の変圧器設備に対する評価状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補    正    前 補    正    後 補正内容の説明 

【補正内容】 
 変圧器設備に対する評価状

況における東海第二発電所
の予備変圧器について，冷
却器交換（平成２０年度）
前の図面を用いていたこと
から，地震影響評価に使用
する入力データである予備
変圧器重量に誤りが生じ，
その結果，誤った裕度の記
載となった。 

 このため，最新の図面を基
にした予備変圧器重量を用
いて裕度を算定し直し，正
しい数値に訂正する。 

 （本資料では，補正箇所を
下線で表示） 

 
【確認結果】 
 地震影響評価に使用する入

力データである予備変圧器
の重量に誤りがあったこと
から，正しい重量を用いて
裕度の再評価を実施した。

 その結果，裕度が２．７０
から２．６４に低下するも
のの，裕度１．０以上を確
保できていることから，機
能不全となる倒壊や損傷等
が発生する可能性は低いも
のと見なすことができ，問
題はない。 
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